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第74号（２面）２０１１年３月２５日


発行:調布九条の会｢憲法ひろば｣


E-Mail：chofu9jou@yahoo.co.jp　WEBサイトhttp://www.geocities.jp/chofu9jou/index.html





****************************************************************











　◆･･･たくさん学べました。ありがとうございます。「情報をどう受け取るか」は難しいことだと思いました。大勢の中で一人逃げるような時、「空気読め」という言葉に対する答えがあるように思えました。（渋谷区　寺本武司）


　◆･･･あまり報道のないＷＳＦのことを知ることができてよかった。後半の地震・原発の話は、放送現場の様子で興味深かった。（仙川町　岩本努）


　◆･･･カタカナが分かりにくい。放送の話について深入りしたくない。（菊野台　喜山嘉明）


　◆･･･津波の恐ろしさに、国定教科書に載っていた「いなむらの火」をしきりに思い出しています。非日常の現象（例えば停電・スーパーの品切れのレベルでも）に際して各個人がどのように判断し、行動するのか、自問し続けています。震災という非常事態にこそ、メディア・リテラシーが問われている―と高部さんのお話を受け止めました。（若葉町　むらき数子）


　◆･･･高部さんの世界社会フオーラム(ＷＳＦ）セネガル報告は映像を使って新鮮であり、日本の参加者の９条を世界に広げる取り組みにもがんばっているなと感銘をうけた。　国際問題を考える際、先進国と途上国、北と南で世界を二つに分ける見方がある。フォーラムはいわば南の途上国の地域で開催されているが、この会議は二つの世界の格差をちぢめるための会議ではない。二〇〇一年にブラジルで開かれ、毎年開催されているこの会は新自由主義を軸とする世界経済フォーラム｛ダボス会議｝に対抗して、戦争も抑圧も環境破壊も無い「もうひとつの世界」をめざす国際的な連帯のための、自由で多様性を認めあう開かれた会議である。かって一九六〇年代、アジア、アフリカ、ラテンアメリカ（ＡＡＬＡ）の連帯運動がバンドン会議をきっかけに高揚したが、ＷＳＦはその流れにつながると同時に近年の国際情勢の変化を示してくれている。アメリカ一極支配の構造は多元化へ向けて大きく変わりつつあるが、フォーラムとそれを支える力もその一翼を担っているのはたしかであろう。　平和の文化の視点からも、格差を広げ異質なものを排除するのではなく、人間平等を軸に多様性を尊重しつつ平和と共生の文化を求めるこの会議の意義は大きい。国連の国際平和文化年や文化の多様性宣言（二〇〇一）の動きとも重なっている。（若葉町　堀尾輝久）　








第六一回例会（二〇一一年三月二十日）





調布「憲法ひろば」の次回例会は５月です


　東京都知事選挙と調布市議会議員選挙が行なわれることになっている４月は、例会の開催を見合わせようということになりました。５月早々には上記の「５・３憲法集会」が行なわれますので、調布「憲法ひろば」の例会は下記の通り５月２１日となります。
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  ｢憲法ひろば｣ ５月(第62回)例会のご案内  


子どもの視点から見る憲法(仮題)


 ●お話：｢子育て九条の会｣の堀尾輝久さん（｢憲法ひろば｣世


　 話人･若葉町在住）＆保育園関係者（検討中）。お楽しみに！


　　日時：２０１１年５月２１日（土）１３時半～


　　場所：あくろすホール１





2011年 生かそう憲法 輝け九条


5･3憲法集会


日時：5月3日(火)13時30分～ 　場所：日比谷公会堂


主催：5･3憲法集会実行委員会 みんなで参加しましょう











